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■ＤＣ－０１取扱説明書         ２００６．３．２８ 初版 

     ２００８．６ デホルト設定値変更、他 

【概要】 

 ＤＣ－０１はデジタル液晶表示の０～５Ｖ ２ｃｈ入力電圧計です。基板タイプですので、組み込み用、

実験用に適しています。機能として、パラメータ設定、比較出力、通信があります。 

 各種標準出力タイプのセンサ出力をＤＣ－０１に接続し数値を表示、出力制御することができます。 

別途コントロールソフトで測定値、出力をグラフ化、画像パソコンセーブができます。 

 

【製品構成】 

 初めに以下の製品が同封されているかご確認ください。 

 

①ＤＣ－０１本体 

②電源ケーブル １本 

③ハウジングＥＨＲ－５、ＥＨＲ－６各１個 

④コンタクト ＳＥＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６ １０個 

⑤本取説 １冊 

 

【各部の名称】（背面図） 

 

操作キー ①選択   ②桁移動  ③ＵＰ 

 

        

 

入力ｃｈ１  ｃｈ２  ＪＰ４（電源５Ｖ時ショート） 出力   電源入力５Ｖ～２４Ｖ 
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【電源の接続】 

 

 電源は添付のケーブルでＣＮ９に挿入します。電圧は５Ｖ～２４Ｖ、電流はＤＣ－０１だけで３０ｍＡ

以上必要です。センサにＤＣ－０１から電源を供給する場合、その値も加算して供給する必要があります。

５Ｖで使用する場合、ＪＰ４を半田付け等でショートさせてください。（ＪＰ４ショートは弊社でも行いま

すのでご相談ください） 

 

【入力の接続】 

 入力はｃｈ１、ｃｈ２と２ｃｈあります。液晶に表示されるのはｃｈ１だけです。パソコンをつないだ

場合にパソコン画面上でｃｈ２の表示も可能です。各種センサとは下記のように接続します。 

 

センサとの接続はｃｈ１，２と同じです。 

 

必要な部品（ＤＣ－０１と同封されています） メーカー 

ハウジング ＥＨＲ-５ 日本圧着端子（ＪＳＴ） 

コンタクト ＳＥＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６ 日本圧着端子（ＪＳＴ） ３個必要/ｃｈ 

 

ｃｈ１ ＣＮ７ 

番号 名称 

１ センサ用電源 ＋５Ｖ出力 

２ 信号入力 ０～５Ｖ 

３  

４  

５ ＧＮＤ 

 

ｃｈ２ ＣＮ８ 

番号 名称 

１ センサ用電源 ＋５Ｖ出力 

２ 信号入力 ０～５Ｖ 

３  

４  

５ ＧＮＤ 
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 センサの電源が+５Ｖ、２００ｍＡ以内であればＤＣ－０１側のピン番号１から供給できますが、異なる

電圧値が必要な場合、電流容量が不足する場合は別のところから供給してください。ケーブルの長さはセ

ンサメーカーが指定する長さ以内であれば問題ありません。ＤＣ－０１側の入力インピーダンスは１ＭΩ

になります。 

 

【出力の接続】 

 出力はホトカプラ絶縁出力です。ＴＬＰ５２３相当のダーリントン出力です。２４Ｖ、４０ｍＡまで制

御できます。負荷電流としてもっと必要な場合や交流制御の必要がある場合、リレーやホトモスリレーを

追加して制御してください。ＤＣ－０１のＣＮ６から負荷等への接続は添付のハウジングＥＨＲ－６が使

用できます。ケーブルはご用意ください。 

必要な部品（ＤＣ－０１と同封されています） メーカー 

ハウジング ＥＨＲ-６ 日本圧着端子（ＪＳＴ） 

コンタクト ＳＥＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６ 日本圧着端子（ＪＳＴ） ６個必要 

出力 ＣＮ６ 

番号 名称 

１ 出力１ ＨＨ 

２ 出力２ ＨＬ 

３ コモン 

４ 出力３ ＬＨ 

５ 出力４ ＬＬ 

６ コモン 

 

①４０mＡまで、ＤＣ負荷制御の場合の接続   

負荷は１ｃｈしか接続されていませんが、他の３ｃｈも同様の接続で動作します。 
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②４０mＡ以上の負荷制御の場合の接続例 リレー制御 

 

 オムロン Ｇ２Ｒ－１－Ｓｘタイプのリレーの制御例です。負荷電流ＡＣ２５０Ｖ １０Ａ(抵抗負荷）

まで制御できます。 

 

 

 

③４０ｍＡ以上の負荷制御の場合の接続例 フォトＭＯＳリレー制御 
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【パラメータ設定】 

 パラメータは以下の項目について設定できます。 

 パラメータの種類 設定可能範囲 出荷時設定 

０ 小数点位置 ０，１，２ 

０＝ｘｘ．ｘ、１＝ｘ.ｘｘ ２＝．ｘｘｘ 

 

１ 

１ 表示オフセット －９００～９９９ 

（小数点未表示。以下も同様） 

個別設定 

 

２ 表示ゲイン １～９９９ 個別設定 

３ 平均回数 １～９９９（×１ｍｓｅｃ） １０ 

４ 出力ヒステリシス ０～９９９ １０ 

５ 出力１ ＨＨ ０～９９９ 設定値以上でＯＮ ４００ 

６ 出力２ ＨＬ ０～９９９ 設定値以上でＯＮ ３００ 

７ 出力３ ＬＨ ０～９９９ 設定値以下でＯＮ ２００ 

８ 出力４ ＬＬ ０～９９９ 設定値以下でＯＮ １００ 

※各数値は小数点を除いた表示になっています。 

●設定方法 

 

上記パラメータは３つのキー操作で設定します。 

初めに①選択を２秒以上押し続けることにより最上位桁に数値が現れます。選択キーを押すたびに０，１，

２，３，４、、、と数値が上昇し、８の次は０に戻ります。この数値が上記パラメータに対応しています。 

 

 また、このときに最上位、最下位桁以外は点滅していますが、点滅していない部分が変更できる部分で

す。②桁移動により変更できる桁が移動していきます。③ＵＰにより点滅していない桁の変更ができます。

（数値が上昇します）以上、３つのキーを使用して０～８まで、９つのパラメータ値を変更できます。変

更した値は変更した時点でメモリされています。また電源をオフしてもメモリされています。 

 変更を終了する場合は①選択キーを２秒以上押してください。ｃｈ１ 入力電圧表示モードになります。 

 ※表示オフセット、ゲインは個々の機器の補正のためにメーカーで特定の数値を設定している場合があ

りますが、お客様の設定は可能です。 

 ※表示オフセットは９９９～ －９００まで設定できます。９９９以上のＵＰで－９００になり、さら

なるＵＰで正数に近ずいていきます。但し、最終的な表示はマイナスは表示できません。 

 

●パラメータの意味 

 ＤＣ－０１の表示＝｜（素データ×表示ゲイン）＋表示オフセット｜ です。素データとは未加工のＡ
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Ｄサンプリングデータで表示ゲイン１．００、表示オフセット０のときの表示データです。 

 出力は表示データと設定数値を比較してＯＮ、ＯＦＦします。 

 パラメータの種類 設定範囲 

０ 小数点位置 下記のように変わります。 

０＝ｘｘ．ｘ、１＝ｘ.ｘｘ ２＝．ｘｘｘ 

１ 表示オフセット センサ信号を単位換算表示する場合に使います。 

２ 表示ゲイン センサ信号を単位換算表示する場合に使います。 

３ 平均回数 高速で比較したい場合は数値を少なく、ちらつき等

を抑えて数値の安定を望む場合大きくします。 

４ 出力ヒステリシス 出力がＯＮになった後にＯＦＦする場合、この数値

の幅までＯＦＦしません。 

出力の設定値と表示値が近い場合に頻繁な出力の

ＯＮ、ＯＦＦを回避し、部品の消耗、電気的なノイ

ズの発生を抑えるためにあります。 

５ 出力１ ＨＨ 設定値以上でＯＮ、ＯＦＦは以下の場合。 

表示値 ＜ 設定値－出力ヒステリシス  

６ 出力２ ＨＬ 設定値以上でＯＮ、ＯＦＦは以下の場合。 

表示値 ＜ 設定値－出力ヒステリシス  

７ 出力３ ＬＨ 設定値以下でＯＮ、ＯＦＦは以下の場合。 

表示値 ＞ 設定値＋出力ヒステリシス  

８ 出力４ ＬＬ 設定値以下でＯＮ、ＯＦＦは以下の場合。 

表示値 ＞ 設定値＋出力ヒステリシス  

【通信】 

 ＲＳ２３２Ｃを１ｃｈ搭載しています。弊社のＥケーブル（別売）を使用してパソコン上にＤＣ－０１

のサンプリングしたデータを表示することができます。ソフト、マニュアルは無償で弊社ホームページよ

りダウンロードできます。 

【仕様】 

一般仕様 値 

入力電圧 ０～５Ｖ  

入力チャンネル ２ｃｈ ｃｈ１、ｃｈ２ 液晶表示はｃｈ１ 

表示 最大９．９９  ３桁 

入力インピーダンス １ＭΩ 

入力回路 シングルエンデッド 

サンプリング速度 １～９９９ｍｓｅｃ可変 

１０００回／秒～ ≒０．１回／秒 

比較出力速度 サンプリング出力と同じ 

出力 ホトカプラ絶縁 ４ｃｈ 

東芝ＴＬＰ５２３相当（ダーリントン） 

負荷電圧、電流 

推奨 ２４Ｖ ４０ｍＡ 

最大 ５５Ｖ １５０ｍＡ 

電源／電流 ＋５Ｖ～２４Ｖ ／ ３０ｍＡ（標準）～２００ｍ

Ａ（本体のみ） 

外形寸法 ８３×７０×３０（Ｄ）ｍｍ 突起部を含む 
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【外形寸法図】 

 

 

【 その他 】 

液晶には保護シートが張られています。使用開始時にはがして御使用ください。 

【 お問い合わせ 】 

〒350-1213 埼玉県日高市高萩 1141-1 TEL 042（985）6982 FAX 042（985）6720 

Homepage：http//beriver.co.jp 

e-mail：support＠beriver.co.jp 

有限会社ビーリバーエレクトロニクス    

 


